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途上国経済援助〃こよる世界経済

活性化の可能性について

本　田　　　豊

※本論文は，文部省科学研究費補助金（奨励研究（Ａ））交付による研究成果の一部であ

　る 。

１　問題の所在

　現在発展途上国は，多額の累積債謝こ悩んでいる。累積債務問題は・単に途

上国の経済開発や国民生活に影響を与えるというだげではなく ・世界経済その
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
ものを不安定化させる内容をもっ ており ，そこにこの問題の深刻さがある 。

　ところで，累積債務間題にどのように対応すべきかについては・いくつかの

　　　　　　　　　　　　　　　　２）
具体案が提起されている。第１の案は，途上国の「自助努力」を強調するもの

である。途上国がｒ自助努力」で輸入を切りつめ，貿易収支黒字の実現によっ

て債務返済を行い，もしそのような努力を途上国が実行するたら，先進国側も

一定の債務返済の繰り延べを認め，当面の危機を打開しようとするのがこの立

場である 。

　しかし，経済がまだ十分に発展しておらず，先進国に多くの輸入を頼ってい

る途上国が輸入を規制することは，経済開発を遅らすばかりではなく ・国民生

活そのものをおびやかすことになり ，一時的には可能であ っても・長期的には

杜会不安をもたらし，実行不可能な政策である。それはかりではなく ，途上国

が輸入を規制すると，世界貿易は縮小均衡に向い，世界経済に重大な結果をも

たらすことになるであろう 。したがって，第１の案を容認することは・きわめ

て危険である 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（９８０）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）　そこで第２の案として，いわゆる「資本供給国論」が登場する。先進国が途

上剛こ積極的に直接投資を行い，途上国の経済開発，雇用拡大による国民生活

の向上を援助し・同時に直接投鄭こ必要な機材を先進国から輸入し，世界貿易

も拡大させる。そして長期的には，直接投資をテ コに国際分業体制を確立し ，

世界経済活性化を維持しようとするのがこの案である。先進国企業の多国籍化

の有効性 ・正当性を強調するところに，この立場の大きた特徴がある 。

　多国籍企業の力を，途上国の経済開発にいかすことは重要であるが，現実に

は途上国の経済主権の侵害や低賃金の固定化等の弊害が顕著であり ，しかも先

進国内では産業調整に伴う雇用不安をもたらす危険性があり ，慎重に検討され

るべき内容をもつ案である 。

　これに対し第３の案は，当面途上国の対先進国輸入超過の必要性を認めその

資金をファイナソスするために先進国政府が対途上国経済援助（ＯＤＡ）を大

幅に増額し，それによっ て途上国の経済成長を高めるとともに，世界貿易を拡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
大し，世界経済の活性化を推進しようとするものである

。

　本論文は簡単た２国計量マクロモデルをもとにこの第３の立場の有効性を実
　　　　　　　　　　　　５）
証しようとするものである 。

　我々はまず，２章で２国計量マクロモテ ノレを提示し，そのモテノレの特徴を説

明する。そして３章でシミュレーショソ分析を行い，その結果を示し，４章で

この第３の案の有効性を結論づけるとともに，若干の間題点を指摘する 。

２　モ　　デ　　 ノレ

　（１）　モデルの特徴

　我々は・先進国と発展途上国（杜会主義国を除く）の２国モデ ノレを想定する 。

（図１）は・この２国の相互依存関係をモテル化したものであるが，その中で特

に重要たのは経済援助と貿易の関係である。先進副ことっ て経済援助は，直接

的には経済成長にマイナスであるが，それが途上国の経済開発を促進すると ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（９８１）
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対途上国輸出を誘発し問接的にはブラスとして働らく 。一方発展途上剛ことっ

て， 経済援助は経済開発を通じて経済成長にプラスであるが，経済開発の促進

は対先進国輸入を増大させ，貿易赤字が大幅になるとマイナス要因となる。こ

のように，経済援助と貿易は両国の経済成長に複雑な効果をもたらすが，それ

らを明示的にとらえようとするところに，我々のモデルの大きな特徴がある 。

以下，図１に基づき，我々のモデルの方程式体系を提示する 。

図１　先進国と発展途上国の相互依存関係

〔先進国〕
〔発展途上国〕

消費支出 消費支出
直接投資

民間投資 経済援助 民間投資

政府支出 国内支出 公的援助 政府支出 国内支出

輸　　出
氏閲援助

輸　　出

値接投資以外） 貿易赤字

輸　　入
１輸　　入

在庫 債務増 在庫

累積債務

［コ ：内生変数

（二）：外生変数

　　　　　　　　６）
（２）方程式体系

（１）スイテイキカソ＝６６－７８

　　Ｃ２＝１２２．６４３０＋ ．１３６６＊Ｙ２（０）　十 ．７９７６＊Ｃ２（一１）

　　　　　（２．０５）　　（１．１３）　　　　（３ ・９５）

　　Ｒ２＝ ．９９８（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９９７），Ｓ＝３２，３１７　Ｄ／Ｗ ＝１ ・８２

（２）スイテイキカソ＝６６－７８

　　Ｉ２＝＿８８．４７３３＋ ．０５１２＊Ｙ２（Ｏ）　十 ．７３４２＊Ｉ２（＿１）

　　　　　（一１．５２）　　（１．５２）　　　（３・７７）

　　　　　　　　　　　　　　　　（９８２）
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　　　　十　．８５０３＊ＡＺ（Ｏ）　十　５５，２３６＊Ｄ３（Ｏ）

　　　　　　　　（１．４９）　　　　（２．０３）

　　　Ｒ２＝ ．９９８（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９９７），Ｓ＝１７，８７６　Ｄ／Ｗ ＝２．３１

（３）スイテイキカソ＝６５－７８

　　　Ｇ２＝一８０．９７１６＋　．ユ０４６＊Ｙ２（Ｏ）　十　．９９１２＊ＡＺ（Ｏ）

　　　　　　（一２・８１）　　　（７．２８）　　　（４．０６）

　　　　十５６．１１０９＊Ｄ１（Ｏ）

　　　　　　　　　　（３ ．７６）

　　Ｒ２＝ ．９９６（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９９５），Ｓ＝ユ３，３４６　Ｄ／Ｗ ＝１ ．２８

（４）スイテイキカソ＝６６－７８

　　Ｅ２＝一３９２．４２３０＋ ．０５７２＊Ｙ１（Ｏ）　一 ３０１３＊Ｅ２（一１）

　　　　　（一６．１２）　　　（７．５９）　　　（一１ ．７８）

　　　　十２５ ．２５０７＊Ｄ３（Ｏ）

　　　　　　　　　　（２．０７）

　　Ｒ２＝ ．９９１（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９８８），Ｓ＝ユ５，７７１　Ｄ／Ｗ ＝２．３２

（５）スイテイキカソ＝６５－７８

　　Ｍ２＝一３０．８０２３＋ ．０８１８＊Ｙ２（Ｏ）　十　．５２３６＊Ｉ２（Ｏ）

　　　　　　（一〇．８５）　　（３．７０）　　　　（７．０１）

　　　　十９２．８２８３＊Ｄ１（Ｏ）

　　　　　　　　　　（６ ．６１）

　　Ｒ２＝ ．９９９（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９９８），Ｓ＝１２，２１１　Ｄ／Ｗ ＝２．９１

（６）スイテイキカソ＝６６－７８

　　Ｃ１＝一３２５．３８６０＋ ．２６４９＊Ｙ１（Ｏ）十 ．６１６５＊Ｃ１（一１）

　　　　　　（一１．０４）　　　（２．５５）　　　　（３．８２）

　　　　＿３７３ ，８０８＊Ｄ５（Ｏ）

　　　　　　　　（＿２．８２）

　　Ｒ２＝ ．９９８（Ａｄｊ．Ｒ２： ．９９７），Ｓ＝１ユ６，２３８　Ｄ／Ｗ ＝２．０８

（７）スイテイキカソ＝６６－７８

　　Ｉ１＝＿１０１５．９１００＋ ．１６６１＊Ｙ１（Ｏ）　十 ．９７８９＊Ｉ１（＿１）

　　　　　　　（一４．４０）　　　（８．７９）　　　　（５．９４）

　　　　＿５７５，５７８＊Ｄ１（Ｏ）

　　　　　　　　（一８．３６）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９８３）

２２７
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　　　Ｒ２二 ．９９０（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９８６），Ｓ＝７３，４１２　　Ｄ／Ｗ ＝２．９８

　（８）スイテイキカソ＝６６－７８

　　　Ｅ１＝一２１３７．４６００＋ ．１６９４＊Ｙ１（Ｏ）十 ．３６１１＊Ｙ２（Ｏ）

　　　　　　　（一１６．８１）　　（１２．４４）　　　（８．４７）

　　　　　十１７３．０５＊Ｄ５（Ｏ）

　　　　　　　　　　（６．６７）

　　　Ｒ２＝ ．９９９（Ａｄｊ．Ｒ２＝９９９），Ｓ＝２４，３７５　Ｄ／ｗ ＝２．１０

　（９）スイテイキカソ＝６５－７８

　　　Ｍ１＝＿２３３１．０５００＋ ．２４１２＊Ｙ１（Ｏ）十１５５，６２２＊Ｄ５（Ｏ）

　　　　　　　（一３１．４５）　　（７３．ＯＯ）　　　　（３．６７）

　　　Ｒ２＝ ．９９８（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９９８），Ｓ＝４０，１９９　Ｄ／ｗ ＝１ ．５８

　ｑ◎　スイテイキカソ＝６６－７８

　　　ＡＩＺ＝５．０３６７一 ０８８１＊Ｋ２（Ｏ）十 ．８３０１＊ＡＩＺ（一１）

　　　　　　　（１．２７）　　（一４．５８）　　　　（５ ．７６）

　　　　　一１８．０３１６＊Ｄ５（Ｏ）

　　　　　　　　　（一３．１８）

　　　Ｒ２＝ ．９８１（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．９７４），Ｓ＝５，２１４　　Ｄ／Ｗ ＝１ ・６１

　（１功　スイテイキカソ＝６５－７８

　　　ＡＯＺ＝１２．２４４２＋ ．Ｏ０３＊Ｙ１（Ｏ）

　　　　　　　　（１．３７）　　（７．８４）

　　　Ｒ２＝ ．８３７（Ａｄｊ．Ｒ２＝ ．８２３），Ｓ＝４，８８４　　Ｄ／ｗ ＝２・０２

　（１ａ　Ｙ２＝Ｃ２＋Ｉ２＋Ｇ２＋Ｅ２－Ｍ２＋Ｊ２

　（１笥　Ｙ１＝Ｃ１＋Ｉ１＋Ｇ１＋Ｅ１－ Ｍ１＋Ｊ１

　（１４　Ｋ２＝Ｅ２＿Ｍ２

　（１弓　ＡＺ＝ＡＯＺ＋ＡＩＺ＋ＤＩＺ

　（１◎　ＡＲＺ＝ＡＯＺ＿ＧＲＺ

　（１７）　Ｄ２＝（ＡＩＺ＋ＡＲＺ） ・ＰＧ２＋ＺＡＳ

　（１萄　Ｄ０２＝Ｄ０２（一１）十Ｄ２

（１）～帥よ構造式，胸～（璃は定義である 。尚，構造式において，（Ｏ）は当期 ，

（一１）は１期前を表わし（）内はｔ一値， Ｒ２ は自由度修正済決定係数，Ｓは標

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（９８４）
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準誤差，Ｄ／Ｗはダーピソ ・ワトソソ比を示す 。
　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
　各変数の説明は次のとおりである 。

外生変数（１０個）

　Ｄ１： ダミー変数（１６５～”７４；０ ，１７５～１７８；１）

　Ｄ３： ダミー変数（１７４～７６；１ ，その他；０）

　Ｄ５：ダミー変数（１７４；１ ，その他；０）

　Ｊ１（２） ：先進国（発展途上国）在庫

　Ｇ１： 先進国政府支出

　ＧＲＺ： 贈与

　ＤＩＺ： 直接投資

　ＺＡＳ： その他債務増（名目）

　ＰＧ２ ：発展途上国ＧＤＰデフレータ

内生変数（１８個）

　Ｙ１（２） ：先進国（発展途上国）ＧＤＰ

　Ｃ１（２）先進国（発展途上国）民問消費支出

　Ｉ１（２）先進国（発展途上国）民問投資

　Ｇ２： 発展途上国政府支出

　Ｅ１（２）先進国（発展途上国）輸出

　Ｍ１（２）先進国（発展途上国）輸入

　Ｋ２発展途上国海外余剰

ＡＺ： 経済援助総額

　ＡＯＺ二〇ＤＡ

ＡＩＺ： 民間経済援助費（直接投資分除く）

ＡＲＺ　ＯＤＡのうち有償分

Ｄ２： 債務増（名目）

Ｄ０２　累積債務（名目）

２２９

（９８５）
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　（３）主な方程式の説明

　（１）式は，途上国の消費関数であり ，自国のＧＤＰ（Ｙ２）と一期前の消費（Ｃ２

（＿１））で説明される 。

　（２）式は，途上国の投資関数であり ，自国のＧＤＰ（Ｙ２），一期前の投資（Ｃ２

（一１）），経済援助額（Ｙ　Ｚ）で説明される。途上剛ことっ て・ 経済援助を通じ・て

の経済開発が投資に大きな影響を与えている。尚，第２次石油危機以後構造変

化がみられ，ダミー変数（Ｄ１）が有意にはたらいている 。

　（３）式は，途上国の政府支出関数であり ，自国のＧＤＰ（Ｙ２），経済援助総額

（ＡＺ），石油危機以後の構造変化を示すタミー変数（Ｄ１）によっ て説明される 。

ここで政府支出は，政府消費と政府投資の両方を含んでおり ，経済援助はこの

政府投資に大きな影響を与えると考えられる 。

　（４）式は，途上国の輸出関数であり ，先進国のＧＤＰ（Ｙ１），一期前の輸出 ・

第２次石油危機後の調整期問を示すタミー変数（Ｄ３）によっ て説明される 。

　（５）式は途上国の輸入関数である。ここでは，自国のＧＤＰ（Ｙ２）と石油危機

後の構造変化を示すタミー変数（Ｄ１）とともに，経済開発に必要な投資財輸入

量を揚定する自国の投資（Ｉ。）が有意に働いている 。

　（６）式は，先進国の消費関数であり ，自国のＧＤＰ（Ｙ１）と一期前の消費（Ｃ

（一１）），及び第２次石油危機による一時的変動を示すダミー変数（Ｄ５）によっ

て説明される 。

　（７）式は，先進国の投資関数であり ，自国のＧＤＰ（Ｙ１）・一期前の投資（Ｉ１

（一１）），第２次石油危機後の構造変化を示すダミー変数（Ｄ１）で表わされる 。

　（８）式は，先進国の輸出関数である。先進国の輸出は，途上国のＧＤＰ（Ｙ２）

とともに，先進国地域内の輸出も考慮し，その説明変数として，先進国の

ＧＤＰ（Ｙ１）を用いており ，一１それらはいずれも有意である。同時に・第２次石

油危機後の一時的変動を示すダミー変数（Ｄ５）も説明変数に入っている ・

　（９）式は，先進国の輸入関数であり ，自国のＧＤＰ（Ｙ１）・第二次石油危機後

の一時的変動を示すダミー変数（Ｄ５）によっ て説明される ・

　¢◎式は，途上国向げ民問援助が，途上国の貿易赤字・一期前の民問援助額

　　　　　　　　　　　　　　　　　（９８６）
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（ＡＩＺ（一１））・第二次石油危機後の一時的変動を示すタミー変数（Ｄ５）によっ て

説明されることを示す。ここでは，途上国の貿易赤字がふえるほど民問援助額

はふえるという構造が内生化している点が注目される 。

　ｑむ式は，途上国向げＯＤＡが，先進国のＧＤＰ（Ｙ１）に依存することを表わ

している・先進国のＧＤＰのＯ．３劣がＯＤＡに回されるということは，現実
的に妥当する数字である 。

　胸的式は１それぞれ途上国 ・先進国の生産が需要サイトで決まることを表わ

しており ，我々のモデルはいわゆるケイソジアソ型である 。

　陶式は・経済援助の総額が，ＯＤＡ、（ＡＯＺ）と民間援助額（直接投資を除く；

ＡＩＺ）及び直接投資（ＤＩＺ）の和であることを示している
。

　帥式は・債務増が・民間援助額の有償部分（ＡＩＺ）とＯＤＡの有償部分（ＡＲＺ）

及び他の債務増（ＺＡＳ）の和であることを定義している
。

　（１萄式は累積債務の定義式である
。

３モデル分析

　（１）　モデルのパフォーマンス

　２．で示したモデノレのバフォーマンスを調べるために，最終テストを行った

結果が（表１）に示される（各変数の実績値と推定値については，付表２参照）。

〔表１〕最終テストの結果

説　　明　　変　　数 Ｙ２ ・・ｊ１・１・… Ｍ・１・・

平均絶対誤差率（劣）・…１… い…ｉ・・・・・・・・・…ｌ１・・．・・

…　 １… 　　１・１ １１ｌ・１ｌ・１ｌ・１ｌ・・・…

・…１・・・・・…１・… 　１…１・… い・…　 ．・・１・．・・…
ＡＯＺ　　ＡＲＺ　　　　　　　　　　　　１　 ”

　　　　　　　平均絶対誤差率了暮１ＩＡｒＷん
’１００（劣）

４・ ９５　　
８・ ７３　　ただし，「：サソプル数Ａ、： 実績値Ｐ、： 計算値

　　　　　　　　　　　　　　　　（９８７）
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（表３）より ，Ｋ２，ＡＩＺを除いていずれの変数も平均誤差率は１脇以内にあ

り， モデルのバフォーマソスは大旨良好であると考えられる。このことを確認

したうえで，以下若千のンミュレーンヨソをこころみることにする 。

　（２）　モデルの修正

　我々が明らかにしたいことは，先進国がＯＤＡを増額した時，ＯＤＡと貿易

というルートを通じて，両国の経済成長がどう変化するかである。特に，ＯＤＡ

の増額によっ て両国とも経済成長が高まり ，世界経済活性化の契機になりうる

かを検証することが目的である。この作業を行うために，２．で示したモデ ノレ

に若干の変数を追加，修正する 。

　崎ク　Ｙ１＝Ｃ１＋Ｉ１＋（Ｇ１一」ＡＯＺ）十Ｅ１－ Ｍ１＋Ｊ１

　（１弓’　ＡＺ＝ＡＯＺ＋」ＡＯＺ＋ＡＩＺ＋ＤＩＺ

　（１７）’　Ｄ２＝（ＡＩＺ＋ＡＲＺ一」ＡＯＺ） ・ＰＧ２＋ＺＡＳ

　（１旬　」ＡＯＺ＝ぴＹ１

　ここでｑ旬式が新たに追加されている 。ｑ旬式は，先進国のＧＤＰのうち，さら

にある割合（ぴ）をＯＤＡに回すことを示す。したがって，」ＡＯＺはＯＤＡの増

分である 。

　鮒は，ＯＤＡの増分を先進国は政府支出の一部でファイナソスすることを示

している。政府支出がその分削減されるので，それ自体は先進剛こデフレ要因

として働らく 。

　岬式は，経済援助総額が」ＡＯＺ分だけ増額されることを示している 。

　帥’式は，」ＡＯＺは全て無償で提供されるので，その分債務が削減されるこ

ことを表わしている 。

　以下我々は，先進国のＯＤＡが，７６年から７８年にかげて，対先進国ＧＤＰ比

率で，現状緯持のヶ一ス（ぴ＝Ｏ．Ｏ）を基準に，¢倍額されるケース（ぴ＝Ｏ
・Ｏ０３）

・

◎３倍化されるヶ一ス（ぴ＝Ｏ．Ｏ０６），に分けて，シミュレーショソ分析を行う
　　　　　８）
ことにする 。

（９８８）
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　（３）　シミュレーシ ョンの結果

　３つのケースについて，結果は〔表２〕～〔表４〕で示される。また，この

表をもとに，各ケースが主な経済指標に与える変化を比較したものが〔表５〕

である。これらの表から，次のような結果が得られる 。

　◎　ぴ＝Ｏ．Ｏ０３のケース

　（ｉ）ＯＤＡが倍増すると，現状維持のヶ一スと比較して ，’７６年には，途上国

のＧＤＰが１３９．８９億ド ノレ増加，先進国のＧＤＰは４５億ド ノレ減少している。しか

し，’７８年にたると，途上国のＧＤＰは２７９．１４億ド ノレ増加し，経済協力の効果が

より鮮剛こ表われてくる一方，対途上国貿易の拡大によっ て， 先進国のＧＤＰ

も８．７億ドノレの増加に転ずる
。

　経済成長率でみると，途上国のＧＤＰ成長率は，’７６年には２．３３劣，’７７年は

Ｏ． ８４劣，’７８年はＯ．９７劣，現状維持のケースに比べて高まる。他方，先進国の

ＧＤＰ成長率は，現状維持のヶ一スに比べて ，’７６年にはＯ．２２ガ低くたるが ，

’７７年にはＯ．０７劣，’７８年にはＯ．１２劣高くなる。このように，ＯＤＡを倍増する

表２　 ”：Ｏ．Ｏのケース

ＴＩＭＥ

　７６

　７７

　７８

ＴＩＭＥ

　７６

　７７

　７８

ＴＩＭＥ

　７６

　７７

　７８

ＴＩＭＥ

　７６

　７７

　７８

　（１）　　　（２）　　　（３）
　Ｙ２　　　　　Ｃ２　　　　　　Ｉ２
５３５１ ．９１０　　　　　　３６４３．７２０　　　　　　１２４３ ．０３０

５８８０．９２０　　　　　３８３２．２１０　　　　　１３８７．３７０

６１５７．４６０　　　　　４０２０．３２０　　　　　１５３２，６４０

　（７）　　　（８）　　　（９）
　Ｋ２　　　　　　ＡＺ　　　　　　ＡＩＺ

－２９２．１０８　　　　　　２０５．５６２　　　　　　　７９，３９０

－４１６．７７０　　　　　　２４３．２８６　　　　　　１０７，６５５

－４６２．７８６　　　　　　２７２．８３７　　　　　　１３５，１７３

　（１３）　　　（１４）　　　（１５）

　Ｅｌ　　　　　　１〉［１　　　　　Ｙ１

４１１９．３７０　　　　　３８２６．０３０　　　　２５５２９ ．１００

４４３９ ．８５０　　　　　　４０１０．３５０　　　　　２６２９６ ．６００

４６９０．４９０　　　　　４２２５．０６０　　　　　２７１８７，１００

　（１９）

　ＡＲＺ

　５５．１２０

　５６ ．１００

　５２．８４７

　（４）　　　（５）　　　（６）
　Ｇ２　　　　　Ｅ２　　　　　Ｍ２
７３８．７１１　　　　　　８５８．５５４　　　　　１１５０．６６０

８３１ ．４２７　　　　　　８５２．７４４　　　　　１２６９．５１０

８８９．６５１　　　　　　９０５．４１０　　　　　１３６８，２００

　（１０）　　　（１１）　　　（１２）

　Ｄ２　　　　　　Ｃ１　　　　　　Ｉ１

４６１．７４１　　　　１５８６６．１００　　　　　４９７７．７２０

５５９ ．０３７　　　　　１６４２０．５００　　　　　　５１５９ ．５９０

６７３．５８４　　　　　１６９９７．２００　　　　　　５３９４ ，５４０

　（１６）　　　（１７）　　　（１８）

　Ｄ０２　　　　　　ＡＰＺ　　　　　　ＡＯＺ

２２７２．０４０　　　　　　１１６．７２１　　　　　　　８８．８３２

２８３１．０８０　　　　　　１５２．１４０　　　　　　　９１ ．１３４

３５０４．６６０　　　　　　１７９ ．０１６　　　　　　　９３ ．８０６

（９８９）
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ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

　　（１）

　　　Ｙ２

５４８６ ．０３０

６０８４．８６０

６４３６ ．６００

　　　（７）

　　　Ｋ２

－３４５，４１９

－５０９，１４７

－５９３．３３０

　　（１３）

　　Ｅ１

４１５９．７８０

４５０８．８２０

４７９２．５４０

（１９）

ＡＲＺ

５４．９８５

５６．０２０

５２．８７３

　　　　　　〔表３〕

　　（２）

　　Ｃ２

３６６２．０４０

３８７４．６８０

４０９２．３２０

（８）

　ＡＺ

２８６ ．５５６

３３４．０２６

３７５．９１２

　　（１４）

　　Ｍ１

３８１４．６１０

４００３ ．７１０

４２２６ ．８３０

（２０）

ＤＡＺ

７６ ．４５２

７８．８１０

８１ ．５８７

”：Ｏ．００３

　　（３）

　　Ｉ２

１３１８．７２０

１５３０．４９０

１７３９．５９０

（９）

ＡＩＺ

８４．０８６

１１９．６９３

１５６．６６６

　　　（１５）

　　　　Ｙ１

２５４８４．１００

２６２７０．１００

２７１９５．８００

のケース
　　　　（４）

　　　　Ｇ２

　　８３２．９６５

　　９４２．６３９

　１０２０．９５０

（１０）

　Ｄ２

３２２．５０２

４２１ ．６２２

５３５．７６８

　　（１６）

　　Ｄ０２

２１３２．８００

２５５４．４２０

３０９０．１９０

（５）

　　Ｅ２

８５５．８４５

８５１ ．９８３

９０６．０６０

　　　（１１）

　　　Ｃ１

１５８５３．５００

１６４０５．５００

１６９９０．９００

（１７）

ＡＰＺ

１２１ ．４１７

１６４．１７７

２００．５０９

　　（６）

　　Ｍ２

１２０１ ．２６０

１３６１ ．１３０

１４９９．３９０

　　（１２）

　　Ｉ１

４９６９．８５０

５１５１ ．２４０

５３９１ ．７６０

（１８）

ＡＯＺ

８８．６９７

９１ ．０５４

９３．８３２

ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

ＴＩＭＥ

　　７６

　　７７

　　７８

　　（１）

　　Ｙ２

５６２１ ．６５０

６２９０．９３０

６７１８．９３０

　　　（７）

　　　Ｋ２

－３９８，３９９

－６０１ ，２１４

－７２３．６１９

　　（１３）

　　　Ｅ１

４２０１ ．９１０

４５８０．３２０

４８９８．１３０

（１９）

ＡＲＺ

５４．８５９

５５．９６０

５２．９２７

　　　　　　〔表４〕

　　（２）

　　　Ｃ２

３６８０．５７０

３９１７．６００

４１６５．１３０

（８）

　　ＡＺ

３６７．２９０

４２４．６３４

４７９ ．０８４

　　（１４）

　　Ｍ１

３８０４．８７０

３９９９ ．５５０

４２３２．０１０

（２０）

ＤＡＺ

１５２．６５４

１５７．４９９

１６３．２８４

”＝Ｏ．Ｏ０６

　　（３）

　　Ｉ２

１３９４．３００

１６７３．５８０

１９４６ ．８３０

（９）

ＡＩＺ

８８．７５４

１３１ ．６７８

１７８．０９４

　　　（１５）

　　　　Ｙ１

２５４４２．４００

２６２４９．８００

２７２１３ ．９００

のケース
　　　　（４）

　　　　Ｇ２

　　９２７．１６４

　１０５４．０１０

　１１５２．７４０

（１０）

　Ｄ２

１８３．７１６

２８４．３７７

３９７．６０３

　　（１６）

　　Ｄ０２

１９９４．０２０

２２７８．３９０

２６７６．ＯＯＯ

（５）

　Ｅ２

８５３ ．５３４

８５１ ．６９５

９０７．３７５

　　　（１１）

　　　Ｃ１

１５８４２．８００

１６３９４．３００

１６９８９ ．７００

（１７）

ＡＰＺ

１２６．０８５

１７６ ．１６３

２２１ ．９３７

　　（６）

　　Ｍ２

１２５１ ．９３０

１４５２．９１０

１６３０．９９０

　　（１２）

　　　Ｉ１

４９６３．１４０

５１４５．１７０

５３９２．４２０

（１８）

ＡＯＺ

８８．５７１

９０．９９４

９３．８８６

（９９０）
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　　　　　〔表５〕主要な経済指標比較

ぴ＝Ｏ ぴ＝Ｏ．Ｏ０３ ぴ＝Ｏ．Ｏ０６

２３５

先進国１途上国先進国１途上国先進国１途上国

　　　　　　　１９７６
０ＤＡ増分額　　１９７７

　　　（億円）　　１９７８

　　　　　　　１９７６　　　　　４．Ｏ０　　　　　４．４５

経済成長率
　（対前年比）　　　１９７７　　２，９２　　　９ ．ＯＯ

　　　　（％）　１９７８　　３，２８　　４ －４９

　　　　　　　１９７６
債務増ＧＤＰ比　　 １９７７

　　　　（％）　　１９７８

　　　　　　　１９７６累積債務ＧＤＰ
比　　　　　　　　　１９７７

　　　　（劣）　　１９７８

８． ６３　

９． ５１

１０ ．９４

４２．４５

４８．１４

５６ ．９２

７６ ．４５２

７８．８１０

８１ ．５８７

１５２．６５４

１５７．４９９

１６３ ．２８４

３， ７８　　　　　　６ ，７８　　　　　　３ ，６３　　　　　　９ ，０３

２， ９９　　　　　９ ，８４　　　　　３ ．０８　　　　　１０．６４　　

３， ４０　　　　　５，４６　　　　　３ ，５４　　　　　　０．３７

５． ８８　

６， ９３

８． ３２

３８．８９

４１ ．９８

４８．ＯＯ

３， ２７

４， ５２

５． ９２

３５ ．４８

３６ ．２２

３９ ．８３

と， 両国の経済成長にプラスであることがわかる 。

　（ｉｉ）途上国の債務増をみると，現状維持に比べて ，’７６年は１３９億ド ノレ，’７７

年・’７８年は１３７億ドノレの債務が減少している。累積債務でみると，それぞれ ，

１３９億ド ノレ，２７６億ド ノレ，４１４億ドル減少する。また，債務増，ＧＮＰ比は，ど

の年も約３％下かり ，累積債務，ＧＤＰ比は，’７６に３５６％，’７７年に６１６％ ・

’７８年に８．９２％下がっている。このように，ＯＤＡが倍増すると，途上国の債務

増， 累積債務の増大に一定の歯止めをかげることがわかる 。

　◎　ぴ＝Ｏ．Ｏ０６のケース

　（ｉ）ＯＤＡが３倍化すると，現状維持のヶ一スと比較して，途上国のＧＤＰ

は， ２６９．７４億ド ノレ（’７６年），４１０億ドル（’７７年），５６１億ドル（’７８年）と，飛躍的

に増大する。一方，先進国のＧＤＰは，’７６年，’７７年はそれぞれ８６．７億ド ノレ ，

４６．８億ド ノレ減少するが，’７８年には２６．８億ドル増に転じる 。

　経済成長率をみると，途上国では，現状維持のケースに比べて ，’７６年には

倍増し，それ以後も６％以上の高度成長を実現している。他方，先進国では ，

’７６年はＯ．３７劣現状維持のケースに比べて低くなるが，それ以降はいずれも上

回り ，全体として３劣台の成長率を維持している。このように，ＯＤＡを３倍

　　　　　　　　　　　　　　　　　（９９１）
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化すると，先進国の成長率を維持したがら，Ｌかも急速に途上国の経済開発を

推進することができることがわかった 。

　（ｉｉ）途上国の債務増は，現状維持のケースに比較して，いずれも約２７５億ド

ノレ減少する。累積債務も同様に大幅に減少する。債務増 ・ＧＤＰ比はいずれの

年も約５劣減少し，累積債務，ＧＮＰ比は，６９７劣Ｃ７６年），ユ１９２劣（７７年） ，
１７．０９劣（７８年）減少している

。

４　結論と問題点

　以上の分析から，いくつかの結論を導ぴき，さらに若干の問題点を指摘する 。

　（１）ＯＤＡの大幅増は，当初，先進国の有効需要を減少させ経済成長率は若

干低下するが，ＯＤＡの増大による対途上国輸出が大幅にふえ，急速に先進国

の有効需要は増大し，経済成長率は上昇に転化する 。

　（２）ＯＤＡの大幅増は，発展途上国の経済開発にはきわめて有効である 。

ＯＤＡが多いほど，経済成長率は高くなり ，累積債務削減効果も大きい 。

　（３）ＯＤＡの大幅増は，必らずしも先進国に犠牲をしいるものでないことが

確認できる。ＯＤＡの増大は，先進国と発展途上国の両方に利益があり ，世界

経済活性化の有効な手段となりうる 。

　（４）しかし，考慮すべきひとつの問題点がある。それは，ＯＤＡの大幅増に

よっ て・ たしかに累積債務を大幅に削減することは可能であるが，累積債務増

大傾向は変化しない点である 。ぴ＝Ｏ　Ｏ０３の時も ，ぴ＝Ｏ　Ｏ０６の時も，累積資
務， ＧＤＰ比は，徐々に増大しており ，いずれいつかは累積債務間題が再燃す

ることになる。このようた間題が生じる原因は，我々のモテルでは先進国と途

上国の貿易構造不変を前提として，ＯＤＡを途上国の開発戦略の唯一の手段と

みたした点にある。したがって，ＯＤＡの大幅増は中期的には，途上国の経済

開発，世界経済活性化の有効な手段とたりうるが，長期的には貿易構造の変化

が不可避となり ，それにみあったＯＤＡ政策が必要になってくる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（９９２）
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　（５）ＯＤＡの大幅増を先進国は実現できるかという問題がある。先進国はい

ずれも財政危機の状態にあり ，さらに財政赤字をふやして，ＯＤＡにあてると

いうことは不可能てあり ・結局は，軍事支出等の不要不急の歳出削減が不可避

である。ｒ軍事支出より経済援助を」という発展途上国のスローガ：／はきわめ

て切実であり ，もＬ目本が「国際的貝献」を真剣に誇ずるのてあれぽ，まザ第

一にこのスローガソを忠実に実行することが必要であろう 。
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ＡＩＺ　　　　　　ＧＲＺ　　　　　　ＤＩＺ

１６．４５４　　　　　　　４１．６３０　　　　　　　２５．６１７

１４．４６３　　　　　　　４０．４０４　　　　　　　２１ ．８８１

２０．１９５　　　　　　　３７．６３１　　　　　　　１９．８０５

３１．５５６　　　　　　　３６．１３８　　　　　　　２５．６９３

３３．４６５　　　　　　　３３．１３０　　　　　　　２８．０００

３１．６１０　　　　　　　３２．９８０　　　　　　　３２．４９０

３６．４１８　　　　　　　３４．９０６　　　　　　　３２．２９７

３３．８４７　　　　　　　３８．９１４　　　　　　　３６ ．４１１

３５．８１１　　　　　　　３４．９３８　　　　　　　４８．３５４

３３．３８２　　　　　　　３２．３３９　　　　　　　３８．１９４

　５８．５６９　　　　　　　３４．４９６　　　　　　　５２．３２８

　６８．５０３　　　　　　　３３．７１２　　　　　　　３７．３３１

　９３．２１０　　　　　　　３５．０３４　　　　　　　４４．４８４

１３０．５３６　　　　　　　４０．９５９　　　　　　　４３ ．８４３

（９９４）



途上国経済援助による世界経済活性化の可能性に．ついて（本田） ２３９

〔付表２〕

“ＤＡＴＡ：（１）Ｙ２“　ヘイキソゴサ ＝０．９２劣
ＴＩＭＥ

　６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

（ジ ッセキ）

　２９０１ ．ＯＯ０

　３０６０．０００

　３１７７．０００

　３４０９．０００

　３６４２．ＯＯ０

　３８７４．Ｏ００

　４１０６ ．０００

　４３３９．０００

　４６４９．ＯＯ０

　４９２０．ＯＯ０

　５１１４．０００

　５８８５．０００

　５９２７．Ｏ００

　６１２１ ．ＯＯＯ

ホＤＡＴＡ＝（３）　Ｉ２“

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　６５　　　　　　４８２．Ｏ００

　６６　　　　　　５１８．０００

　６７　　　　　　５５３．０００

　６８　　　　　　６１０．Ｏ００

　６９　　　　　　６６６．０００

　７０　　　　　　７０９．Ｏ００

　７１　　　　　　７６６．ＯＯ０

　７２　　　　　　　８３０．ＯＯ０

　７３　　　　　　　９００．０００

　７４　　　　　　１０００．０００

　７５　　　　　　１１２７．Ｏ００

　７６　　　　　１２１９ ．０００

　７７　　　　　　１３９７．０００

　７８　　　　　　１５３９．０００

ホＤＡＴＡ＝（５）　Ｅ２◆

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　６５　　　　　　４７６．０００

　６６　　　　　　４８２．Ｏ００

　６７　　　　　　５２１ ．ＯＯ０

　６８　　　　　　５５９．Ｏ００

　６９　　　　　　　６０４．０００

　７０　　　　　　　６４３．０００

　７１　　　　　　６６２．Ｏ００

　７２　　　　　　７２０．ＯＯ０

　７３　　　　　　８１０．Ｏ００

　７４　　　　　　７９７．ＯＯ０

　７５　　　　　　　７７８．０００

　７６　　　　　　８８７．Ｏ００

　７７　　　　　　８８７．Ｏ００

　７８　　　　　　９００．０００

（スイケイ）

　２９０６ ．ＯＯ０

　３０４８．３４０

　３１７７．６８０

　３４３４．２７０

　３６５５．５４０

　３８９３ ．４９０

　４０９８．１００

　４３０２．８４０

　４６０５．８５０

　４８５０．４６０

　５０５６ ．９２０

　５２５９ ．９００

　５７９５．８１０

　６０６７．５４０

（ゴサ％）

　　０．０

　－０．４

　　０．０

　　０．７

　　０．４

　　０．５

　－０．２

　－０．８

　－Ｏ．９

　－１ ．４

　－１ ．１

　－２．３

　－２．２

　－０．９

ヘイキソゴサ ＝１．８９劣

（スイケイ）

　４８２．ＯＯ０

　５２２．７８１

　５４３ ．７７２

　５８８．６８１

　６３８．５６３

　６９５．０９７

　７５０．８２２

　８１０．１７５

　８８３．９５３

　９９５．３９８

　１１１９ ．６２０

　１２２８．５８０

　１３６７．１５０

　１５０７．１７０

（ゴサ劣）

　　Ｏ．０

　－１ ．０

　－１ ．７

　－３ ．５

　－４．１

　－２．０

　－２．Ｏ

　－２．４

　－１．８

　－０．５

　－０．７

　　０．８

　－２．１

　－２．１

ヘイキソゴサ ＝２．０２％

（スイケイ）

　４７６．ＯＯ０

　４６１ ．９１０

　５０８．９７２

　５５２．０６５

　６００．９１３

　６３８．４４６

　６８３．０３４

　７１乙．５８１

　８０２．３２１

　７８５．６５２

　８０２．９３２

　８５６．１５７

　８５７．２１３

　９０６ ．２９６

（ゴサ％）

　　０．０

　－４．２

　－２．３

　－１ ．２

　－０．５

　－Ｏ．７

　　３ ．２

　－１ ．Ｏ

　－Ｏ．９

　－１ ．４

　　３ ．２

　－３ ．５

　－３．４

　　０．７

“ＤＡＴＡ：（２）　Ｃ２“　ヘイキソゴサ ＝１．４４劣
ＴＩＭＥ

　６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

（ジ ッセキ）

　２０１４．０００

　２１２０．０００

　２２５３．０００

　２３５９．ＯＯ０

　２４９１ ．０００

　２６５０．ＯＯ０

　２８３６．０００

　２９４２．ＯＯ０

　３１５４．０００

　３３３９．０００

　３４９８．ＯＯ０

　３６５７．０００

　３８４３ ．ＯＯ０

　３９７５．Ｏ００

“ＤＡＴＡ：（４）　Ｇ２“

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　６５　　　　　　３３０．Ｏ００

　６６　　　　　　３４９．Ｏ００

　６７　　　　　　３７２．Ｏ００

　６８　　　　　　４０５．Ｏ００

　６９　　　　　　４３２．ＯＯ０

　７０　　　　　　４６５．０００

　７１　　　　　　４９８．０００

　７２　　　　　　５３０．Ｏ００

　７３　　　　　　　５６７．ＯＯ０

　７４　　　　　　６２３．０００

　７５　　　　　　６９３．０００

　７６　　　　　　７４９ ．０００

　７７　　　　　　８３７．Ｏ００

　７８　　　　　　８９３．ＯＯＯ

“ＤＡＴＡ＝（６）Ｍ２“

ＴＩＭＥ

　６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

（ジ ッセキ）

　４６０．Ｏ００

　４８０．０００

　５３３ ．Ｏ００

　５７３ ．０００

　６０６ ．Ｏ００

　６６６ ．０００

　７１３．Ｏ００

　７３３．Ｏ００

　８３３．０００

　９８６ ．ＯＯ０

　１０６６ ．Ｏ００

　１１４６ ．０００

　１２８５．Ｏ００

　１３６５．０００

（スイケイ）

　２０１４．０００

　２１４５．４１０

　２２６２９００

　２４００．６４０

　２５３６．７４０

　２６７７．８００

　２８１８．２５０

　２９５８．２５０

　３１１１ ．３００

　３２６６ ．７９０

　３４１９ ．０１０

　３５６８．１５０

　３７６０．３１０

　３９５０．６９０

（ゴサ％）

　　０．０

　　１ ．２

　　０．７

　　１ ．８

　　１ ．８

　　１ ．０

　－０．６

　　０．６

　－１ ．４

　－２．２

　－２．３

　－２．４

　－２．２

　－０．６

ヘイキソゴサ ＝１．７３％

（スイケイ）

　３３０．０００

　３４４．３０８

　３５９ ．９００

　３９７．２５１

　４２６ ．９０１

　４６０．８００

　４８６ ．５６２

　５１７．２５５

　５６６．０７０

　６３５ ．５３６

　６９４．２３０

　７２４．０５４

　８１６ ．３９７

　８７３ ．２２９

（ゴサ％）

　　　０．０

　－１ ．３

　－３ ．３

　－５ ．７

　－１ ．２

　－０．９

　－２．３

　－２．４

　－Ｏ ．２

　　２．０

　　０ ，２

　－３ ．３

　－２．５

　－２ ．２

ヘイキソ “サ ＿１７６％

（スイケイ）

　４６０．０００

　４８７．０４４

　５１３ ．８５１

　５５８．３５５

　６０２．５７２

　６５１ ．６３９

　６９７．５５２

　７４５．３７７

　８０８．７９４

　９７９．９８４

　１０６１ ．９１０

　１１３５．５７０

　１２５１ ．９６０

　１３４７．５００

（ゴサ％）

　　Ｏ ．０

　　　１ ．５

　－３ ．６

　－２．６

　－Ｏ ．６

　－２．２

　－２．２

　　１ ．７

　－２．９

　－Ｏ．６

　－Ｏ．４

　－０．９

　－２．６

　－１ ．３

（９９５）



２４０

ホＤＡＴＡ＝（７）Ｋ２ホ

ＴＩＭＥ

　　６５

　　６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

（ジ ッセキ）

　　　　１６ ．Ｏ００

　　　　　２．０００

一１２．Ｏ００

－１４，０００

　　－２．Ｏ００

－２３，０００

－５１ ，０００

－１３，０００

－２３ ．ＯＯＯ

－１８９，０００

－２８８，０００

－２５９．Ｏ００

－３９８，０００

－４６５．Ｏ００

立命館経済学

ヘイキソゴサ ニ１４２５５％

　　（スイケイ）　（ゴサ％）

　　　　　　１６．０００　　　　　　　０ ．Ｏ

　　　　－２５，１３４％
　　　　　　　　　　　　　　一１３５６．７

　　　　　－４，８７９　　　－５９ ．３

　　　　　－６，２８９　　　　－５５ ．１

　　　　　－１，６５９　　　　－１７．０

　　　　－１３，１９２　　　　－４２．６

　　　　－１４，５１９　　　　－７１ ．５

　　　　－３２．７９７　　　　　１５２．３

　　　　　－６，４７３　　　　－７１ ．９

　　　－１９４．３３１　　　　　　２．８

　　　－２５８，９８０　　　　－１０．１

　　　－２７９．４１４　　　　　　７．９

　　　－３９４，７４９　　　　　－０．８

　　　－４４１，２０９　　　　　－５ ．１

（第３３巻 ・ 第６号）

“ＤＡＴＡ＝（８）　ＡＺ ホ

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　　１０７．９３０

　　６６　　　　　　１０２．８６９

　　６７　　　　　　１０９ ．４３６

　　６８　　　　　　１２８ ．９９５

　　６９　　　　　　１３２．８２４

　　７０　　　　　　１４２．５００

　　７１　　　　　　１５２．３６３

　　７２　　　　　　　１５９．２１６

　　７３　　　　　　　１７５．０３９

　　７４　　　　　　　１５３ ．６９７

　　７５　　　　　　２０１ ．５４１

　　７６　　　　　　１９２．９７９

　　７７　　　　　　２２４．０２７

　　７８　　　　　　２８１ ．２６４

ヘイキソゴサ ＝４
．６３％

（スイケイ）

　　　１０７．９３０

　　　１０７．３６６

　　　１０９ ．４４８

　　　１２０．０５３

　　　１２６．６１７

　　　１３５．７０６

　　　１４０．１０４

　　　１４９ ．４６１

　　　１６６ ．７３６

　　　１５４．４４０

　　　１９１ ．８４６

　　　２００．４８５

　　　２３７．１０５

　　　２６５ ．７５８

（ゴサ％）

　　　　　Ｏ ．０

　　　　　４．４

　　　　　０ ．０

　　　－０．９

　　　－４ ．７

　　　－４．８

　　　－８．Ｏ

　　　－６ ．１

　　　－４．７

　　　　　０．５

　　　－４．８

　　　　　３ ．９

　　　　　５．８

　　　－５ ．５

｝ＤＡＴＡ：（９）ＡＩＺ “

ＴＩＭＥ

　　６５

　　６６

　　６７

　　６８

　　６９

　　７０

　　７１

　　７２

　　７３

　　７４

　　７５

　　７６

　　７７

　　７８

（ジ ッセキ）

　　　　１６ ．４５４

　　　　１４．４６３

　　　　２０．１９５

　　　　３１ ．５５６

　　　　３３．４６５

　　　　３１ ．６１０

　　　　３６ ．４１８

　　　　３３．８４７

　　　　３５．８１１

　　　　３３．３８２

　　　　５８．５６９

　　　　６８．５０３

　　　　９３．２１０

　　　１３０．５３６

ヘイキソゴサ ＝１４．４０％

（スイケイ）

　　　　１６ ．４５４

　　　　２０．９０９

　　　　２２．８２３

　　　　２４．５３６

　　　　２５．５５１

　　　　２７．４０８

　　　　２９ ．０６８

　　　　３２．０５５

　　　　３２．２１６

　　　　３０．８６８

　　　　５３．４７６

　　　　７４．０４４

　　　１０１ ．２７８

　　　１２７．９７８

（ゴサ％）

　　　　　０ ，０

　　　　４４，６

　　　　１３ ．０

　　－２２．２

　　－２３ ．７

　　－１３ ．３

　　－２０．２

　　　－５．３

　　－１０．０

　　　－７ ．５

　　　－８．７

　　　　　８．１

　　　　　８ ．７

　　　－２ ．０

“ＤＡＴＡ＝（１０）　Ｄ２ホ

Ｔ工ＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　　　３６．９４０

　　６６　　　　　　　５３ ．１００

　　６７　　　　　　　７２．１００

　　６８　　　　　　　６５．４００

　　６９　　　　　　　５４．１００

　　７０　　　　　　　８５ ．９００

　　７１　　　　　　１２３ ．７００

　　７２　　　　　　　１３３．１００

　　７３　　　　　　２２５ ．９００

　　７４　　　　　　３０５．２００

　　７５　　　　　　３１１ ．１００

　　７６　　　　　　４３７．４００

　　７７　　　　　　　５１９．５００

　　７８　　　　　　６９３．０００

ヘイキソゴサ ＝７．２４％

（スイケイ）

　　　３６．９４０

　　　　５７．３３０

　　　　７２．１１２

　　　　５６ ．９５０

　　　　４２．１３３

　　　　７９ ．１０５

　　　１１０．７２９

　　　１２２．１４２

　　　２１５．２５６

　　　３０６．４３９

　　　２９３．４６１

　　　４５１ ．９０６

　　　５４６．３２９

　　　６５７．３４０

（ゴサ％）

　　　　　０．０

　　　　　８．０

　　　　　０．Ｏ

　　－１２．９

　　－２２．１

　　　－７．９

　　－１０．５

　　　－８．２

　　　－４．７

　　　　　０．４

　　　－５．７

　　　　　３ ．３

　　　　　５．２

　　　－５ ．１

“ＤＡＴＡ＝（１１）　Ｃ１

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　１０１９７．０００

　　６６　　　　　１０８３４．０００

　　６７　　　　１１２１６．０００

　　６８　　　　　１１７２６．０００

　　６９　　　　　１２２３６ ．０００

　　７０　　　　　１２７４６．０００

　　７１　　　　１３２５６　０００

　　７２　　　　　１４１４８．Ｏ００

　　７３　　　　　１４７８５．０００

　　７４　　　　１４９１３．Ｏ００

　　７５　　　　　１５２９５　０００

　　７６　　　　　１５９３３　０００

　　７７　　　　１６５７０．０００

　　７８　　　　　１７３３５．Ｏ００

“

ヘイキソゴサ ＝０．９２％

（スイケイ）

　１０１９７．０００

　１０５８１ ．８００

　１１０１７．３００

　１１５５１　０００

　１２１６６ ．４００

　１２７８７．８００

　１３４２９．７００

　１４０２４．５００

　１４８４８．０００

　１４９１３．Ｏ００

　１５３８３　６００

　１５９４４．４００

　１６４８６ ．２００

　１７０４９．Ｏ００

（ゴサ％）

　　　　　Ｏ．Ｏ

　　　－２．３

　　　－１ ．８

　　　－１ ．５

　　　－Ｏ．６

　　　　　０．３

　　　　　１ ．３

　　　－０．９

　　　　　０．４

　　　　　０．０

　　　　　０．６

　　　　　０．１

　　　－Ｏ．５

　　　－１ ．６

“ＤＡＴＡ＝（１２）　ｎ

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　３６３６ ．０００

　　６６　　　　　３６８１ ．０００

　　６７　　　　　３７２７．０００

　　６８　　　　　４０４５．０００

　　６９　　　　　４４０９ ．Ｏ００

　　７０　　　　　４５４５．０００

　　７１　　　　　４８１８．Ｏ００

　　７２　　　　　　５１３６．０００

　　７３　　　　　　５４９９．０００

　　７４　　　　　５２２７．０００

　　７５　　　　　４８６３．０００

　　７６　　　　　　５０４５ ．０００

　　７７　　　　　　５２７２．０００

　　７８　　　　　　５４９９ ．ＯＯＯ

“ ヘイキソゴサ＝１．２６％

（スイケイ）

　　３６３６ ．Ｏ００

　　３６２２．６９０

　　３７４０．６５０

　　３９６３．４５０

　　４２４９．７００

　　４５３８．５１０

　　４８３９．１４０

　　５１０７．９２０

　　５５２３０８０

　　５１０３．４２０

　　４９３８．０３０

　　５０２８．５００

　　５１９４．７９０

　　５４１７．８８０

（ゴサ％）

　　　　　０．Ｏ

　　　－１ ．６

　　　　　０．４

　　　－２．０

　　　－３．６

　　　－Ｏ．１

　　　　　０．４

　　　－０．５

　　　　　０．４

　　　－２．４

　　　　　１ ．５

　　　－０．３

　　　－１ ．５

　　　－１ ．５

（９９６）



途上国経済援助による世界経済活性化の可能性について

ホＤＡＴＡ＝（！３）　Ｅｌ

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　１８６９ ．Ｏ００

　　６６　　　　　　１９８４．Ｏ００

　　６７　　　　　２１２８．０００

　　６８　　　　　２３５８．Ｏ００

　　６９　　　　　２６４５ ．０００

　　７０　　　　　　２８７５．Ｏ００

　　７１　　　　　３０７６ ．ＯＯ０

　　７２　　　　　　３３３５ ．０００

　　７３　　　　　３６８０．０００

　　７４　　　　　　３９６８．ＯＯ０

　　７５　　　　　３８５３．ＯＯ０

　　７６　　　　　　４２２６．ＯＯ０

　　７７　　　　　４５１４．ＯＯ０

　　７８　　　　　　４７４４．ＯＯＯ

ホ

ヘイキソゴサ＝１３２％

（スイケイ）　（ゴサ％）

　　１８６９ ．ＯＯ０　　　　　　　０ ．０

　　１９１８，１７０　　　　　－３ ．３

　　２０９１，６９０　　　　　－１ ．７

　　２３５３，９６０　　　－Ｏ．２

　　２６１６，９７０　　　　　－１ ．１

　　２８５７，６４０　　　　　－０ ．６

　　３０９７．０６０　　　　　　０．７

　　３２９８，２８０　　　　　－１ ．１

　３６９９ ．８３０　　　　　　　０．５

　３９１７，６００　　　　　－１ ．３

　３８５４．９５０　　　　　　０．１

　４１０１，２９０　　　　　－３ ．０

　４４２０，２１０　　　　　－２ ．１

　４６６４，６４０　　　　　－１ ．７

ホＤＡＴＡ＝（１４）Ｍ１

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　　１７９９ ．Ｏ００

　　６６　　　　　　１９４０．Ｏ００

　　６７　　　　　２０８０．ＯＯ０

　　６８　　　　　２３０５ ．ＯＯ０

　　６９　　　　　　２５８６ ．０００

　　７０　　　　　２８１１ ．０００

　　７１　　　　　２９８０．０００

　　７２　　　　　３２６１ ．０００

　　７３　　　　　　３６２６ ．０００

　　７４　　　　　　３７３９ ．０００

　　７５　　　　　３５１４．０００

　　７６　　　　　　３９０７．０００

　　７７　　　　　４１０４．０００

　　７８　　　　　４３２９ ．ＯＯＯ

（本田） ２４１

ヘイキソゴサ ＝１４９％

（スイケイ）　（ゴサ％）

　　１７９９．ＯＯＯ　　　　　　Ｏ．０

　　１８７６，２５０　　　－３ ．３

　　２０５６，８００　　　　　－１ ．１

　　２２９８，３１０　　　　　－０．３

　　２５５９，０４０　　　　　－１ ．０

　　２７７９，３７０　　　　　－１ ．１

　　３０１５．０８０　　　　１ ．２

　　３１９６，３２０　　　　　－２．０

　　３６１２，２７０　　　－Ｏ．４

　　３７０５，１５０　　　　　－０．９

　　３６０１ ．２１０　　　　　　２．５

　　３８４７，６００　　　　　－１ ．５

　　４０２６，１５０　　　　　－１ ．９

　　４２３４，４７０　　　－２．２

　　ＤＡＴＡ＝（１５）　Ｙ１ホ

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　１６９１０．ＯＯ０

　　６６　　　　　１７７５６ ．ＯＯ０

　　６７　　　　　１８３９０ ．ＯＯ０

　　６８　　　　　１９４４７ ．ＯＯ０

　　６９　　　　２０５０４．０００

　　７０　　　　　２１１３８．Ｏ００

　　７１　　　　２１９８４．Ｏ００

　　７２　　　　　２３０４０．ＯＯ０

　　７３　　　　　２４５２０．ＯＯ０

　　７４　　　　　２４５２０．０００

　　７５　　　　　２４５２０．０００

　　７６　　　　　２５７８８．０００

　　７７　　　　　２６６３４．ＯＯ０

　　７８　　　　　２７６９１ ．０００

ヘイキソゴサ ＝０．８９％

（スイケイ）

　１６９１０．０００

　１７４４３ ．４００

　１８１９１ ．８００

　１９１９３ ．１００

　２０２７４．０００

２１１８７．５００

　２２１６４．８００

　２２９１６ ．４００

　２４６４０．７００

２４３７９ ．９００

２４５９８．４００

２５６１８．６００

　２６３６２．ＯＯ０

２７２２６ ．ＯＯＯ

（ゴサ％）

　　　　Ｏ．Ｏ

　　　－１ ．８

　　　－１ ．１

　　　－１ ．３

　　　－１ ．１

　　　　０．２

　　　　０．８

　　　－０．５

　　　　０．５

　　　－０ ．６

　　　　０ ．３

　　　－Ｏ．７

　　　－１ ．０

　　　－１ ．７

ホＤＡＴＡ＝（１６）Ｄ０２ ＊

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　　３８０．７００

　　６６　　　　　　４３３ ．８００

　　６７　　　　　　５０５．９００

　　６８　　　　　　５７１ ．３００

　　６９　　　　　　６２５ ．４００

　　７０　　　　　　７１１ ．３００

　　７１　　　　　　８３５．ＯＯ０

　　７２　　　　　　９６８．１００

　　７３　　　　　　１１９４．ＯＯ０

　　７４　　　　　１４９９ ．２００

　　７５　　　　　１８１０．３００

　　７６　　　　　　２２４７．７００

　　７７　　　　　２７６７．２００

　　７８　　　　　３４６０ ．２００

ヘイキソゴサ ＝２．７７％

（スイケイ）

　　　３８０．７００

　　４３８．０３０

　　５１０．１４１

　　５６７．０９１

　　　６０９ ．２２４

　　６８８．３２９

　　７９９ ．０５８

　　９２１ ．２０１

　　１１３６．４６０

　　１４４２．８９０

　　１７３６ ．３６０

　２１８８．２６０

　　２７３４．５９０

　３３９１ ．９３０

（ゴサ％）

　　　　Ｏ．０

　　　　１ ．０

　　　　０．８

　　　－Ｏ ．７

　　　－２．６

　　　－３ ．２

　　　－４．３

　　　－４．８

　　　－４．８

　　　－３ ．８

　　　－４．１

　　　－２．６

　　　－１ ．２

　　　－２．０

　　ＤＡＴＡ＝（１７）ＡＰＺ ＊

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　　　４２．０７１

　　６６　　　　　　　３６ ．３４４

　　６７　　　　　　　４０ ．０００

　　６８　　　　　　　５７．２４９

　　６９　　　　　　　６１ ．４６８

　　７０　　　　　　　６４．１００

　　７１　　　　　　　６８．７１５

　　７２　　　　　　　７０．２５８

　　７３　　　　　　　８４．１６５

　　７４　　　　　　　７１ ．５７６

　　７５　　　　　　１１０．８９７

　　７６　　　　　　１０５．８３４

　　７７　　　　　　　１３７．６９５

　　７８　　　　　　　１７４ ．３７９

ヘイキソ
（スイケイ）

　　　４２．０７１

　　　４２．７９０

　　　４２．６２９

　　　５０．２３０

　　　５３ ．５５１

　　　５９ ．８９８

　　　６１ ．３６４

　　　６８．４６６

　　　８０ ．５７０

　　　６９ ．０６２

　　　１０５．８０４

　　　１１１ ．３７５

　　　１４５．７６２

　　　１７１ ．８２１

サー７２５％

（ゴサ％）

　　　　Ｏ．０

　　　１７ ．７

　　　　６ ．６

　　－１２ ．３

　　－１２．９

　　　－６ ．６

　　－１０．７

　　　－２．６

　　　－４ ．３

　　　－３ ．５

　　　－４．６

　　　　５．２

　　　　５ ．９

　　　－１ ．５

　　ＤＡＴＡ＝（１８）ＡＯＺ ホ

ＴＩＭＥ　（ジ ッセキ）

　　６５　　　　　　　６５ ．８５９

　　６６　　　　　　　６６ ．５２５

　　６７　　　　　　　６９ ．４３６

　　６８　　　　　　　７１ ．７４６

　　６９　　　　　　　７１ ．３５６

　　７０　　　　　　　７８．４００

　　７１　　　　　　　８３．６４８

　　７２　　　　　　　８８．９５８

　　７３　　　　　　　９０．８７４

　　７４　　　　　　　８２．１２１

　　７５　　　　　　　９０．６４４

　　７６　　　　　　　８７．１４５

　　７７　　　　　　　８６．３３３

　　７８　　　　　　１０６ ．８８５

ヘイキソゴサ ＝４９５％

（スイケイ）　（ゴサ％）

　　　６５．８５９　　　　　　０，０

　　　６４，５７４　　　　－２，９

　　　６６，８２０　　　－３，８

　　　６９，８２４　　　　　－２，７

　　　７３．０６６　　　　２，４

　　　７５，８０７　　　－３ ，３

　　　７８，７３９　　　　　－５，９

　　　８０，９９３　　　　　－９ ，０

　　　８６，１６６　　　　　－５ ，２

　　　８５．３８４　　　　　　４，０

　　　８６，０３９　　　　　－５ ，１

　　　８９．１００　　　　２，２

　　　９１．３３０　　　　５，８

　　　９３，９２２　　　　－１２．１

（９９７）



２４２

“ＤＡＴＡ＝（１９）ＡＲＺ “

ＴＩＭＥ

　６５

　６６

　６７

　６８

　６９

　７０

　７１

　７２

　７３

　７４

　７５

　７６

　７７

　７８

　　　立命館経済学（第３３巻 ・第６号）

ヘイキソゴサー８７３％
（ジ ッセキ）　　（スイケイ）　（ゴサ％）

　２４．２２９　　　　　　　２４．２２９　　　　　　０，０

　２６．１２１　　　　　　　２４，１７１　　　　　－７，５

　３１．８０５　　　　　　　２９，１８９　　　　－８，２

　３５．６０９　　　　　３３，６８６　　　－５，４

　３８．２２６　　　　　　　３９．９３７　　　　　　４，５

　４５．４２０　　　　　　　４２，８２７　　　　－５ ，７

　４８．７４３　　　　　　　４３，８３３　　　　－１０，１

　５０．０４５　　　　　　　４２，０８０　　　　－１５，９

　５５．９３６　　　　　５１，２２９　　　－８，４

　４９．７８２　　　　　　　５３．０４４　　　　　　６，６

　５６．１４８　　　　　　　５１ ，５４３　　　　　－８，２

　５３．４３３　　　　　　　５５．３８８　　　　　　３ ，７

　５１．２９９　　　　　５６．２９６　　　　９，７

　６５．９２６　　　　　　　５２，６９３　　　　－１９ ．７

１）累積債務問題については様々な文献がでているが，とりあえず西川〔６〕参照

　のこと 。

２）　いわゆるＩ　ＭＦ方式である 。

３）経済企画庁〔５〕及び渡辺〔１０〕を参照 。

４）　このような立場から議論しているものとして，石井〔１〕，大西〔３〕，片野
　〔４〕，福地〔７〕を参照 。

５）途上国を視野にいれてマクロモデルを作成したものとして，大西〔２〕，山下

　〔９〕参照 。

６）以下の計量分析では，室田〔８〕所収のプ 厚グラムを利用した 。

７）各変数のテータは末尾掲載の資料より収集しており ，その具体的数値は〔付表

　１〕である。各変数で，名目と記載していたいものは実質値であり ，７０年価格で

　評価している。尚，先進国と発展途上国の区分は資料〔１３〕〔１４〕による 。

８）　いわゆる事後予測である 。
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